
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ お酒と上手くつきあってください ☆ 
これから 会や 会が しという も いのでは
いでしょうか？なにかとお酒を飲む機会が増えるこの時期。お酒
とうまくつきあうコツをお伝えします。 
 
お酒は、 の といわれるように、ス ス解拔やリラ クス
効果を もたらしてくれるものとして親しまれています。しかし、飲
み過ぎるとアルコール性の肝臓障害などさまざまな病気を引き
起こす原因になってしまいます。その ため、お酒を楽しく健康的
に飲むには、お酒の な を り、 しい飲み を拴につけ
ることが です。  
     

． らだに さ い を う        
 ビールなら１日あたり中瓶１本 、日本酒で１合 、
ウイスキーやブランデーならダブル１杯、焼酎で１合、ワインでグ
ラス１杯 となります。アルコールが される時間は日本
酒１合で 時間かかるため、飲み過ぎれ それだけ く体
の中にアルコールが残り、二日酔いなどの症状を引き起こしてし
まうのです。 

肝臓に負担をかけない１日のアルコール の  
 

 
 

 
 
２．食べながら飲もう     
 お酒が好きな人の中にはおつまみを食べずに飲む人がいます
が、これは体によくありません。なぜなら、お腹がすいた状態でお
酒を飲むとアルコールが吸収されやすく、血液中のアルコール濃

が急 に します。また、 や腸を強く するため、
腸の粘膜が荒れる原因にもなります。 

 

病院に対するご意見ご希望、また「ふれあい」へのご意見をお聞かせ下さい。（備え付けの意見箱をご利用下さい。） 

新河端病院 理念 

    信頼信頼信頼信頼とととと安心安心安心安心のののの医療医療医療医療    
１．患者様に感動をしていただける医療を実践します 

１．患者様に選んでいただける病院づくりを実践します 

「 患者さまの権利 」 
患者さまには次のような権利があります。 

私たちはその権利を尊重するような医療を行います。 

・医療を受ける権利 

・知る権利 

・自分で決定する権利 
・プライバシーを守られる権利 

医療法人 医修会 新河端病院 

 これを防ぐためには、栄養のバランスがとれたおつまみを一緒に
食べることが です。特に肉や 、 拸 に含まれるタン
パク質は、傷ついた肝臓の細胞を直し、再生する働きがありま
す。また、サラダやおひたしなどに含まれるビタミン類は肝臓の負
担を軽くする働きがあります。アルコール自体、カロリーが高いの
でカロリーの取りすぎにならないように揚げ物や肉などは控えめに
することをおすすめします。 
 
３．週に２日は休肝日をもうけよう！ 
 お酒を 日飲んでいるとアルコールを分解する能 がそれだ
け増えるため、だんだんお酒に強くなります。しかし、お酒に強く
なるといっても、肝臓自体が強くなるわけではありません。飲んだ
分だけ肝臓をはじめ、体の様々な所にアルコールの害が及んで
きます。これを防ぐためには、週に２日はお酒を飲まない日を 
もうけましょう。 
 アルコールを分解してくれる肝臓は の臓 ともいわれるよ
うに、病気が相当進まないと症状がでてこないのが特徴です。
そのため、 に一 の健康診 を けること、そして を
ってお酒を飲むことが、肝臓をいたわることになり、お酒と末永く
健康的に付き合っていける秘訣になるのではないでしょうか 

日本酒＝１合 
 

ビール＝中瓶１本 
 

焼酎 
（アルコール ） 

＝１８０ｍｌ 

ウイスキー  
  ＝ ６０ｍｌ 

ブランデー  
＝ ６０ｍｌ 

ワイン  
＝１２０ｍｌ 

☆  ☆ 
末は１２月２９日(土)の朝診まで通常の診察とさせて

いただきます。また 始は１月 日( )の朝診より開始いたし
ます。 

休診期間中も、急病の場合は対応可能です。 
ただし、通常の診 体 とは なりますので、 
必ず事前にお電話をいただきますようお願い 
致します。 
2012 12/2 （ ） 12/29（土） 12/30（日） 12/31（月）

朝診 ○ ○ × 休診
夜診 ○ × × 休診

2013 1/1（火） 1/2（水） 1/3（木） 1/ （ ）
朝診 × 休診 休診 ○
夜診 × 休診 休診 ○


